
































































利用形態は 『遠隔教育』 3 ではなく教室内での
ICT活用であること､また外国語学やコンピュー
タ (情報) リテラシー教育などの基本科目の授











































2 『ICT活用教育』 :コンピュータやインターネッ ト､モバイル端末などの情報コミュニケーション技術 (ICT
(InfbrmationandCommunicationTechnology))を用いた教育を指す(p,6)0
3 『遠隔教育』 :学習者がオンデマンド的に教室外で学習するものとする｡
4 『e-ラーニング』 :ICTを用いて､学習者が主体的に学習できる環境による ｢学習形態｣とし､教授者がリアルタ
イムで指導する場合､学習者がオンデマン ド的に利用できる場合を含み､教授者と学習者の距離は問わないものと
する (p.53)0
5 『LMS(LeamingManagementSystem)』 :eラーニングを運用する際の基盤となるシステムで､学習者登録 ･学習履
歴の管理､学習者の進捗管理､成績管理､学習支援機能､学習者と教授者とのコミュニケーション機能などを備え
たものを指す (p.75)｡





























































































※ :普通教室 ※※ :インターネッ ト接続教室
※※※ :教室外からも利用可
方式 1の従来型教室の授業はプレゼンテーショ













































No 種類 内容 ⅠcT技術
1 コンテンツ 教材配信 Web教材
LMSコンテンツ
外部記憶媒体の利用








































































































































































































































































構成要素 要素詳細 情報システム プログラミング
設計論 入 門
学習者 人物背景 年齢 学部2,3,4 学部2,3,4
年 (後期) 午 (前期)
性別 男女
文化的 受験年齢で入学 した学生 と
留学生
知的能力 知的能力 大学入試 (推薦を含む)
特悼 による
適性能力 前提技能 コンピュータ知識 :有
経験的北_且日月､ 殆 どの学生が無い
態度 受講価値 履修願望強い
学習動機 選択必修科 目の為 ､強い
敬揺内容 学習課題 認識領域 概念型 問題解決型
教科領域 社会科学 専門科 目 専門科 目
科 目特性 知 内容 構造化
敬 方略 教授形態 大規模集合 大規模集合/グループ









敬育 資源 教室の 大教室/ネット コンピュータ実習室/
外的要因 ワーク接続 ネットワーク接続
学生の 個人の携帯 大学のパソコ
環境 物的資源 電話 ン1台/1人
人的資源 無 し TA2名/1教室















提供法 教材プリン ト配布 教材プ リン ト配布
出席の取 り方 携帯メール/パ ソ 携帯/パ ソコンか
コンメールで提出 らLMSで提出
質問の受付法 出席提出法で受付 出席提出法 と電会議室
課題 の提 出車 パ ソコン実習室で､LMSの レポー ト提出機能○大学または自宅のパ ソコンから提出可o締切日後 提出は不可○
(レポー ト課題 ネ ッ トワークフォ
3つ0 年 度 で ルダに提出o締切
内容は異なる)日後でも提出可o











平均 標準偏差 個数 t値 df P























































































































期末試験 マークシー ト式,プ LMSテス ト機 能で
ログラムの穴埋め プ ログラム穴埋め
問題20題 とプログ 問題20題 とプ ログ

















人数 平均 最小 最大 標準偏差
2007A組 93 15.32 6 20 2.54
2007B組 117 17.23 10 20 2.25







2007年平均 2008年平均 t値 df P
A 15.32 13.18 5.79 245 0.000000
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